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「国を離れて蝦夷地ヶ島へ ヤンサノエー 幾夜寝覚めの夢枕  
朝な夕なに聞こゆるものはネ 友呼ぶかもめと波の音」 
（本唄） 
 「鴎のなく音にふと目を覚まし あれが蝦夷地の山かいな」 
（後唄） 
 「なにを夢見て なくかよ千鳥ネ ここは江差の仮の宿」 
 
もともと、江差追分は本唄だけであったが、後に収まりがいいということで前唄、後唄が付
け加えられた。本歌だけで 2～3 分、前歌、後歌合わせて 7～8 分かけて唄う。いかにゆったり




（注１） 村杉弘「江差追分源流考（中）」信州大学教育学部紀要 65、123-134, 1989-03-02） 
（注２） NHK 新日本紀行 民謡のルーツを訪ねて 江差追分 北海道・江差 昭和 53 年 10 月テレビ放
送） 
（注３） You Tube  越後追分 櫛野節謡 
（注４） geocities.jp/kushino1jp/esasinotabi2.htm 追分探訪（江差の旅）新潟市民文化遺産（越後追分）
櫛野節謡  







































































（注９）「北前船が運んだ民謡：江差追分と小室節（特集 和船が運んだ文化）」水の文化 54  22-26  
2016-10 








1982 年の彼の最終講義をまとめたものであった。（注 11） 
 











－ 109 － 
う。フィリピンで特攻隊員としての出陣前夜のインタビューであった。 
「弟よ、自分が夏休暇で北海道より帰った時、よく口ずさんだ江差追分だ。聞いてくれ。 
『煙る渚に 陽は黄昏れて 沖にいさりの 灯がともる』 
では、父上、兄上、弟よ、元気で。」 























る。足立忠雄「江差追分と日本の民主政治」公務職員研修協会 昭和 58 年  
（注 12） 高井収「『江差追分』と私」 言語センター広報 第 21 号（2013.1）小樽商科大学言語センター 
（注 13） 足立忠雄「江差追分と日本の民主政治」pp.43-44 
 
  
－ 110 － 
６．終わりに 
 
今回の「北前船の足跡をたどる」というテーマの社研の実態調査に参加して大変学ばせても
らった。感謝の念に堪えない。もともと商業の歴史に興味があったので、「北前船」と聞いてす
ぐに話に乗ったのであるが、江差で、ニシン漁網元、ニシン魚肥加工、海産物問屋を長年経営
してきた横山家の八代目当主が、きっぱりといった言葉が忘れられない。 
「北前船でニシン魚肥を西の地域一帯に届けたことで、日本の農業の生産力は増大したので
す。我々の仕事が当時の日本の産業を支えたのです。」 
北海道江差という北の果で、北前船とともに長年商人として生き抜いてきた人々の心意気と
自負を、あらためて垣間見た気がした。 
それとともに、江差追分という民謡の世界に北前船にまつわる深い歴史が潜んでいることを
初めて知ることができた。この調査に参加していなければ、ずっと民謡文化にのみならず歴史
音痴のまま過ごしていただろう。江差の町にニシン漁という産業は消えてしまったが、江差追
分という文化は残り、今も息づいている。民謡として完成度が高く、唄そのものに感動が伴う
ので愛好者が絶えない。江差追分全国大会が毎年ここで催されるが、参加者がいろんな地方か
ら大勢集まるので町は大変賑わうという。江差はすでにニシンの町ではなく民謡の町である。
だがその唄にはニシンで栄えた江差の歴史が刻み込まれ、北前船のたどった航路がひっそりと
映し出されているのである。 
